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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和２年３月１６日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

１　新学習指導要
領が目指す資質・
能力の獲得に向け
た授業の工夫・改
善

①芸術専門科目における授業内容及び指導方法等の工夫・改
善
②生徒の「主体的・対話的で深い学び」を踏まえた授業実践
③共通教科目や専門教科（学科）の授業における教員間の授
業見学や研究協議等の機会を設定
④芸術の専門性の更なる深化・向上に向けて、外部の物的・
情報的・人的資源を授業において積極的に活用
⑤学科の枠を超えた学習成果発表の鑑賞機会の更なる創出と
意図的な学科間のコラボレーションワークを実施

Ａ

２　自学自習の意
欲を高める取組の
推進

①芸術専門科目と共通教科目の関連性を認識させるための工
夫と学習習慣の確立に向けた取組を検討・実施
②単位制制度導入によるメリットを最大限に生かし、少人数
授業や習熟度別授業の実践
③自学自習力を高めるために隙間時間を有効活用する取組を
年次と各学科及び共通教科が連携しながら実施
④「高校生のための学びの基礎診断」等の活用など生徒自ら
が学力の向上を実感できる仕組み（PDCAサイクル）を検討・
実施

Ｂ

１　芸術文化を担
う人材としての社
会的資質の伸長と
社会的能力の獲得

①芸術文化を担う人材像の明確化と人材育成方法の教員間の
共有化
②本校が育成すべき芸術文化を担う人材像を学校内外に周知
するとともに、人材育成に向けた段階的かつ体系的な指導を
実践
③ルールやマナーに関する指導、身だしなみ指導、遅刻指導
など生徒の社会的資質を高めるための統合的な指導を全教職
員が一体となって初期段階から繰り返し実施
④人間関係の適切な処し方を学ぶとともに、自主性・自発性
を大切にしながら、社会性の発達を促す学校行事や学科活動
等を実施

Ａ

２　創作・表現活
動におけるセルフ
マネジメント能力
の強化

①生徒の創作・表現活動が計画的に行われるよう教員間で生
徒のタスク管理徹底
②時間的制約など限られた条件の中で最大限のパフォーマン
スを発揮するための指導を実践
③芸術文化を担う人材としての意識・基盤を育むために、個
別的で発達的な指導と全体的な指導を組み合わせて効果的に
展開

Ａ

１　大学入試改革
に対応する進路指
導体制の整備・確
立

①「大学入学共通テスト」「英語資格・検定試験」の受験に
向けた段階的な指導と校内体制の確立
②大学入試における「JAPAN e-Portfolio」の利用に対応する
ため、生徒が適切に情報を蓄積できるよう定期的に指導
③年次と学科及び共通教科担当教員が連携し、芸術系大学へ
の進学を主眼に置いた、実技試験対策や受験科目の補習・補
講等を効果的、効率的に実施
④「高校生のための学びの基礎診断」等の活用など生徒自ら
が学力の向上を実感できる仕組み（PDCAサイクル）と、自学
自習力向上の実効性を高める取組を検討・実施

Ａ

２　大学等進学に
向けた早期段階の
プランニング指導
の更なる充実

①早期から自主的・自発的な学習活動を促すため、各種進路
ガイダンスの実施内容や実施形態を工夫
②１・２年次における進路支援システムを効果的に利用した
生徒面談等の実施
③本校卒業生の現在の進路状況を蓄積し、本校卒業後のキャ
リアモデルとして在校生への指導等で活用

Ａ

4

アートマネジメン
トの視点を踏まえ
たアウトリーチの
推進

①アートマネジメントの観点を踏まえ、生徒の創作活動や芸
術表現活動と地域社会との接点を積極的に創出
②芸術文化が様々な社会的課題の解決のためにどのように役
立つのかといった視点を持たせるための指導を実践
③「芸総アンバサダー会議」を中心にステークホルダーとの
良好な協力関係の形成・維持に基づく学校広報活動を展開
④地域の文化的拠点としての機能を強化するために、ハード
とソフトの両面を有効活用
⑤本校を会場とする学校説明会や体験入学、各種イベント等
の来校者にインパクトを与え、リピーターを増やすための取
組を検討・実施

Ａ

〇生徒の校外における地域活動は定着している。生
徒・職員の負担を考慮し、全体のバランスを見ながら
行う必要がある。

〇各学科で工夫した広報活動は定着しているが、互い
の活動について共通理解が十分でなく重複する部分も
あった。今後は、重複する部分について精査していく
必要がある。

〇更に魅力ある広報活動と芸術を学ぶよさが社会によ
り浸透するよう、更新の回数だけでなく、内容につい
ても検討を進める。

【達成度Ａは、それぞれ妥当である】
〇普通科を有しない４つの専門学科がある点を最
高の武器として、音楽科単独で努力するのではな
く、他の音楽科には決して真似のできない、音楽
×美術、音楽×映像芸術、音楽×舞台芸術などの
取組は、お互いにプラスになるはずである。

〇一度来校した生徒をいかに引き付けリピーター
にするか、誠意をもって取り組んでいる。今年度
の志願者数はさすがである。

〇作品を通じて人々と交流する活動は多様な学び
を得られるが、あくまでも学校教育の一環として
行っていることを忘れず、要請に応じて活動する
こと自体が目的化してしまわないように留意して
ほしい。

〇アウトリーチ活動は定着し、学校の魅力が地域
社会に浸透している。負担はあるが価値はある。
今後は質の高い芸総の特色を伝えてほしい。

平 成 ３１年　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 芸 術 総 合 高 等 学 校 ）
目指す学校像 学芸を共に高め合い、芸術文化を担う人材を育成する高校 ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校

　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達

成

度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

 １　芸術的表現力と共通教科の学力向上を目指す意力の育成
 ２　芸術文化を担う人材としての人間性と社会性の獲得
 ３  芸術系進学重視型専門高校としての期待に応える進路実績の確保
 ４　芸術文化の発信による地域社会の活力づくりの推進

概ね達成(６割以上)
　　出席者　学校関係者　　  ９名
　　　　　　生徒　　　　　　７名
　　　　　　事務局(教職員)　６名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 　　年 度 評 価（１月２３日現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

1

■現状
・今年度は本校にとって開設２０周年目
の節目の年である。開校以来、第一線で
活躍する外部講師や関係機関等と連携し
ながら高度な芸術教育を展開し、生徒一
人一人の個性と能力を最大限に引き出す
ための教育活動を推進している。
・共通教科（数学・英語）において、少
人数授業を実施するとともに、補習、補
講や個別の課題設定等、生徒のニーズに
応じたきめ細かい学習指導を展開してい
る。
■課題
・新学習指導要領が示す育成すべき資
質・能力の要素を踏まえ、専門教科及び
共通教科ともに更なる授業の工夫と改善
が必要である。
・生徒の専門教科と共通教科の学習バラ
ンスに対する意識を更に高め、専門教科
と共通教科双方の学力向上をより一層推
進する必要がある。

①②③④⑤「学校生活満足度調査」における専門
教科及び共通教科への意欲的な取組を示す調査項
目の肯定回答割合に変化の兆しが認められるか。
②協働的な学びを通じた生徒の変容がアウトプッ
トで確認できたか。
③共通教科目や専門教科（学科）における授業見
学や研究協議等の機会を複数回設定できたか。
⑤学科を越えた生徒間の成果発表等の鑑賞やコラ
ボレーションした取組が増加したか。

①②③④⑤学校生活満足度調査結果において、専門教
科・科目の授業に対して意欲的に取り組んでいる生徒
は、昨年度同様95%であった。
②各授業で効果的にグループワークや振り返りシート
を活用し、生徒の学習意欲の高まりを確認できた。
③校内における年次研修等7回実施。県主催の異校種研
修2回・コラボ研修1回･中堅教諭等研修1回の授業研究
会を実施した。
⑤年次集会や活動等で学科を超えた取組があった。

〇生徒の90%は、主体的に授業に取り組んでいるが、ど
専門学科・教科にやや編重にある。高校生として、専
門教科・科目と共通教科・科目を隔てることなく、意
欲的に取り組める生徒の育成が求められる。

〇新学習指導要領に基づいた授業や指導方法等、更な
る授業の工夫と改善が必要である。

〇平日補習は、各学科・教科担当で時間を設定、工夫
して行っているが、学校全体として情報共有されてい
ない。生徒の学力向上・学習意欲の向上・学習習慣の
確立に繋がるよう、工夫された取組等を情報共有する
とともに実行していく必要がある。

〇各教科・進路指導部・年次等でスタディサプリの活
用を推進している。引き続き、生徒が自主的に取り組
めるよう意識付けをしていく。

【達成度Ａ・Ｂは、それぞれ妥当である】
〇可能な限り、他の学科とのコラボを入れる
べきである。

〇共通科目への意欲が今一つ向上しない要因
は、動機付けの弱さが露呈しているのではな
いか。専門科目と共通科目の関連性をこれま
で以上に模索し、生徒たちへ伝えていくこと
が重要だと考える。

〇学校満足度調査では、主体的に取り組む様
子が伺える。共通科目に対しても年々向上し
ている。学校を挙げて取り組んできた成果で
ある。

〇共通科目も少人数制のように何か工夫され
た授業の取組に期待したい。

①②③④「学校生活満足度調査」における生徒の
共通教科への取組に関する調査項目での意識変化
が認められたか。
②少人数授業及び習熟度別授業が効果的に実施さ
れ、生徒が自らの学力向上を実感できたか。
③④平日補習や「スタディサプリ（学習支援シス
テム）」の取組が前年度以上に充実したか。
④「高校生のための学びの基礎診断」が効果的に
活用され、生徒の学習意欲の向上が認められる
か。

①②③④学校生活満足度調査結果において、共通教
科・科目の授業に対して意欲的に取り組んでいる生徒
は、昨年度より１ポイント向上し77%であった。
②学校満足度調査結果において、専門教科・科目及び
共通教科・科目の授業に対して主体的に取り組んでい
る生徒は86%であった。
③④平日補習は、各学科及び教科担当等で時間を管理
して実施できた。また、自学学習に取り組んでいる生
徒やスタディサプリに継続的に取り組んでいた。
④予習課題の配信及び個々の弱点克服課題配信し、さ
らに結果分析に基づいて配信もできた。
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■現状
・創作や芸術表現に対する目的意識と高
い志を持って入学してくる生徒が多く、
現状の学校生活に満足している生徒・保
護者は約９割にのぼる。
・文化祭や体育祭等の学校行事や各学科
の教育活動において、多くの生徒が主体
的に判断し、行動している。
■課題
・芸術文化を担う人材像をより具体化、
明確化するとともに、その育成方法を教
職員間で共有することが必要である。
・生徒一人一人の人格や個性を尊重しな
がら、芸術文化を担う人材としての自己
指導力を育成する必要がある。
・創造的表現活動を意欲的に行うため
に、芸術に向き合うことによる精神面の
サポートを生徒個々の実情を踏まえて丁
寧に行っていくことが必要である。

①②③④「学校生活満足度調査」における主体的
な学校生活に関する調査項目の肯定回答割合が9割
程度になったか。
①②③④「学校生活満足度調査」における生徒の
生活マナーに関する調査項目の肯定回答割合が向
上したか。
①②芸術文化を担う人材像のイメージが学校内外
で共有され、生徒の行動の変化が認められるか。

①②③④学校満足度調査での学校生活の満足度は3ポイ
ント向上し93%である。
①②③④学校満足度調査での生徒の生活マナーは、28
ポイント向上し89%である。
①②学校満足度調査での今後取り組んでみたいものと
して、４学科との交流や合同作品・地域との交流を挙
げていることや他学科を称賛する態度も備わってい
る。地域からも各学科の特性に合わせて要望があり、
生徒もそれに応えている。

〇学校満足度調査では、９割以上の生徒が満足してい
る結果が続いている。その傾向を維持していくため方
策を検討する必要がある。

〇今年度は、生徒指導に関する教職員研修を４回実施
し、生徒指導力の向上に努めた。引き続き、高校生と
して身に付ける基本的生活習慣の確立に向け、学校全
体で統一された指導について、検討する必要がある。

〇学校全体として、問題行動を未然に防ぐための方策
に対して、初期段階での繰り返しの統合的な指導を継
続するとともに、迅速に対応できる体制も整えていく
必要がある。

〇生徒は、学科行事・学科課題等の多くのことをこな
しながらも、４学科との交流や合同作品・地域との交
流に対して意欲的である。スケジュール管理の徹底に
より無理のない実施ができるよう検討すつ必要があ
る。

【達成度Ａは、それぞれ妥当である】
〇諸々の取組からは、普通科の生徒指導との
差が読み取れない。過剰に失敗を避けるので
はなく失敗から学ぶ意義（教育効果）につい
ても再検討してほしい。

〇人間性・社会性は実社会の中の生活してい
く上で重要なファクターである。文化芸術を
担う人材であればこそ、そのことを認識して
ほしい。なぜなら文化芸術は人と人を繋げ、
人間として生きる喜びを感じさせてくれるも
のだから、こうした指導・教育をお願いした
い。

〇９割以上の生徒が学校に満足していること
は素晴らしい結果だと思う。行事や課題など
で忙しそうだが、それによりまた充実した学
校生活が送れているのだと思う。この結果を
アピールするとよい。

①②③「学校生活満足度調査」における学校生活
満足度（充実度）が9割程度となり、生徒指導・支
援に関する調査項目の肯定回答割合に変化の兆し
が認められるか。
①②生徒の創作・表現活動が無理なく計画的に実
施されたか。
③生徒のセルフマネジメント能力強化に向け個別
的指導と全体的指導のバランスが偏ることなく適
正に実施されたか。

①②③学校満足度調査での学校生活の満足度は3ポイン
ト向上し93%であった。教員の指導や支援については昨
年度同様96%であった。
①②各学科内で共通理解を図り、e-Portfolioの活用・
行動優先順位やタイムマネージメント・放課後の時間
割化など工夫して計画的に実施できた。
③各学科内で共通理解を図り、精神的なサポート面・
体験入学のスタッフからの生徒の成長面・振り返り内
容の高度化など、工夫して実施された。

3

■現状
・東京芸術大学をはじめとする芸術系大
学への進学希望者が大多数であり、芸術
系の私大を中心に、約８割の生徒が現役
で進学している。
・大学入試改革の動向を踏まえ、生徒の
多様な進路希望に適切に対応するための
環境が整いつつある。
■課題
・文部科学省から示された大学入試改革
の具体的な方針を踏まえ、芸術系大学の
多様な入試に対応するための本校の進路
指導の在り方を研究・検討する必要があ
る。
・「大学入学共通テスト」「英語資格・
検定試験」「JAPAN e-Portfolio」等へ
の対応方針に基づき、校内での生徒への
支援体制を強化する必要がある。
・早期段階に進路目標を明確化させると
同時に「自学自習」の意欲を高める更な
る工夫が必要である。

①②③④大学入試改革に対応するための進路指導
体制が確立できたか。
②「JAPAN e-Portfolio」の利用に向けた支援体制
が強化されたか。
③夏季休業開始直後の「共通教科補習期間」が設
定され、生徒のニーズに合った共通教科の夏季休
業中の講座が前年度以上または同程度開設された
か。
③平日補習の実施体制が整備されたか。
④「高校生のための学びの基礎診断」を効果的に
活用し、本校における学力向上のPDCAサイクルが
確立できたか。

①②③④大学入試改革に対応するために、GTECの補
習・実施及び保護者への説明等できた。
②「JAPAN e-Portfolio」の利用に向けた支援体制は、
利用大学が減少しているため、個別対応で進めてい
る。e-Portfolioの活用は計画的に取り組ませた。
③夏季休業中の「共通教科補習期間」は学科と調整し
設定できた。生徒のニーズに全て一致はできなかった
が、昨年19講座から〇〇講座開設できた。
③平日補習は、時間を管理して実施できた。
④予習課題の配信及び個々の弱点克服課題配信し、さ
らに結果分析に基づいて各教員からも配信することが
できた。

〇JAPAN e-Portfolioの利用大学が減少しているため、
個別対応で進めていく。

〇e-Portfolioは、計画的に取り組ませていく中で課題
等検証していく。

〇夏季休業中の「共通教科補習期間」は学科と調整し
設定できたが、より多くの生徒のニーズに即した補習
の設定を考えていく。

〇今後の大学入試改革について、情報収取するととも
に、学校全体で情報共有し、組織的な進路指導に繋げ
ていく必要がある。

〇多岐にわたる進路希望への対応に全職員で当たるこ
とができたが、より長期的な視野に基づいて進路指導
体制を検討していく必要がある。

【達成度Ａは、それぞれ妥当である】
〇高等学校では基盤となる学びに注力すべき
だと考える。通常の学習における思考力向上
に取り組むことが重要であり、それは創作活
動に邁進することで成し得るのではないか。

〇大学進学が多い中、１年次から長期的な視
野で進路指導に当たることが重要である。

〇入試情報を全職員が共有し、卒業生の情報
も大いに活用すべきである。

〇進路については、卒業生の話を聞くことが
一番良い。実際大学等で学んでいる内容を聴
くことは大切である。

〇芸術大学だけでなく、一般大学への進学希
望をする生徒が増えており、大学に入ってか
ら学力的に苦労しないように対策が必要であ
る。

①②「学校生活満足度調査」における進路指導に
関する調査項目の肯定回答割合が9割程度になった
か。
①②生徒との面談の状況や進路行事や進路ガイダ
ンスにおける生徒の反応に生徒の早期の進路意識
の向上が認められるか。
③本校卒業生の現在の進路状況のデータベース化
が更に進み、在校生への指導で活用されたか。

①②学校満足度調査での進路指導については、1ポイン
ト向上し92%である。
①②1年次は年次だよりや集会でテストの振り返りなど
行い学習習慣の定着を図った。2年次は第一志望届を提
出させ、担任面談を実施した。他各種ガイダンスを通
して、生徒の進路意識を高めることができた。
③進路状況のデータベース化は渉外部を中心に取りま
とめており、今後在校生への指導に活用していく。

■現状
・本校の類まれな特色や魅力を生かした
アウトリーチ活動を積極的に展開してい
る。
・「芸総アンバサダー」を軸に、学校広
報活動を積極的に展開している。
■課題
・「芸総ブランド」を地域社会に更に浸
透させるとともに、県内全域における本
校の知名度を向上させて生徒募集の実効
性を更に高める必要がある。
・生徒の芸術表現活動を通じて、魅力あ
る地域社会づくりと芸術文化の振興発展
に更に貢献していく必要がある。

①②③生徒の校外における創作活動や表現活動の
実施回数が前年度以上または同程度となったか。
①②③④本校の魅力や特色が地域社会内外に適切
に伝わり、学校説明会等でのアンケート結果で肯
定回答割合が向上するとともに、外部機関等から
寄せられる意見や感想等が好意的評価であった
か。
①②③④外部機関や「芸総アンバサダー」等と連
携した広報活動の実績数が前年度以上または同程
度となったか。
④学校説明会や各学科の体験入学への参加者及び
学校行事での来校者数が前年度以上または同程度
となったか。

①②③生徒の校外における創作活動や表現活動は、37
回実施した。件数の変動はあるが一定数の実施が定着
した。
①②③④ホームページを活用した広報活動は、新着情
報及び各学科の更新が計画的に行われ、統一された学
科案内や保護者対象の「芸術の魅力」を伝えるリーフ
レットを時期を逃さず作成・配布し、例年以上に学校
来場者数が伸びた。
①②③④芸総アンバサダー会議は一時休止したが、外
部機関との連携した広報活動は、ほぼ全て要望に応え
た。
④各学科で工夫した広報活動や学校説明会及び体験入
学の内容も充実し、例年以上に参加数が伸び、志願者
数調査の数値にも表れた。生徒会の四つ葉祭での入試
インフォメーションでは、保護者から好評であった。


